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研究成果の概要（和文）：本研究は、小惑星帯を故郷とする始原的コンドライト構成物質と太陽系外縁部を起源とする
物質である彗星ダストとの比較研究により、太陽系星雲内での凝縮過程から微惑星形成後までの熱史について考察する
ことを目的とした。
母天体の異なる試料（始原的コンドライト隕石CVコンドライト、COコンドライト、CRコンドライト隕石）について、鉱
物学的・分光学的研究を行った。さらに始原コンドライト母天体上の様々な場所からの隕石の系統的な比較から、小惑
星進化の熱史について考察をした。同様の手法を小惑星イトカワ粒子、ヴィルト2彗星粒子に応用し、太陽系の固体物
質試料の形成過程について比較考察を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to understand the formation conditions of planetary 
materials in the solar nebula and secondary alteration processes on the parent asteroids.
 We have conducted the mineralogical and spectroscopic studies on primitive carbonaceous chondrites CV, 
CO and CR chondrites. Our systematic studies on CV chondrites shows the local heterogeneity of the degree 
of aqueous alteration and thermal metamorphism on CV chondrite parent body. In addition, we have applied 
the similar approach to the Hayabusa samples and Wild 2 comet particles and compared them to the 
mineralogy of primitive chondrites.

研究分野： 宇宙化学、隕石学

キーワード： 太陽系固体物質　小惑星

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 電波天文学の進歩により、惑星形成領域に
おける原始惑星系円盤の形成過程の観測が
実現したことで、これまで別個に行われてい
た天文的観測と隕石・惑星物質の宇宙化学的
分析が総合して考えられるようになってき
た。 
こうした中、2006 年に NASA の探査機「ス
ターダスト」が世界で初めて彗星（ビルト 2
彗星）ダストのサンプルリターンに成功した。
彗星はこれまで、低温で形成されるダストと
氷で成り立つと考えられていたが、予想に反
し、Mg に富むカンラン石や難揮発性鉱物な
どの高温形成物を多く含むことが明らかに
なった。これらの鉱物は、小惑星帯を起源と
する炭素質コンドライトと共通しており、物
質循環モデルを実証する結果となった。 
しかしながら、小惑星帯での固体惑星物質
の起源及び経験した詳細な熱史及び構成物
質同士の関連性については未だ不明な点が
多い。このため、原始太陽系円盤での化学的
性質に関するモデルに条件を与えるには至
っていないのが現状である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、小惑星帯を故郷とする炭素質
コンドライト構成物質と太陽系外縁部を起
源とする物質である彗星ダストとの比較研
究により両物質の形成過程をより具体化し
明らかにすることで、太陽系星雲内での凝縮
過程から微惑星形成後までの熱史について
考察することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
母天体の異なる試料（始原的コンドライト

隕石 CV コンドライト、CO コンドライト、CR
コンドライト隕石）について、鉱物学的・分
光学的研究を行った。CV コンドライト隕石に
ついては、母天体の異なる場所を起源とする
と考えられる複数の隕石の系統的な比較を
することで、母天体の熱史について考察を行
った。 
さらに、同様の手法を小惑星イトカワ粒子、

ヴィルト 2彗星粒子に応用し、太陽系の異な
る場所からの試料の比較考察を行った。 
 
４．研究成果 
 上記の目的を明らかにするために行った
具体的な研究成果は以下の通りである。 
(1) アメリカ NASA の Stardust 探査機の持ち

帰った彗星ダスト粒子(C2067.2.112.1, 
C2067.2.113.1)について、詳細な電子顕
微鏡分析を行った。その中の一つの粒子
[C2067.2.112.1]中に含まれる olivine
は、始原隕石中に見られる AOA（アメー
バ状かんらん石集合体）に化学組成が類
似していることを発見した。隕石中に含
まれる AOA は星雲での凝縮過程により形
成されたと考える古い物質である。彗星
に含まれる AOA 様粒子は、chromite との

共存が確認され、隕石中の AOA との比較
から、凝縮後の２次的な加熱を経験した
可能性が示唆された。 

(2) 西アフリカで発見された新隕石 NWA1152
について、AOA に着目した岩石学的記載
を行った。AOA の特徴を手掛かりとし、
始原隕石の母天体の変成過程について考
察を行った。その結果、NWA1152 は熱変
成を殆ど経験しておらず、炭素質コンド
ライト種の中でも始原的な隕石であるこ
とが明らかにした。AOA 中に含まれる鉱
物の化学的特徴と平衡凝縮モデルと合わ
せると、AOA は以下の二つのトレンドを
保存することを示した。すなわち、①ほ
ぼ全ての種類に含まれる AOA は、約
1250-1150K の温度で星雲より凝縮、②小
惑星を形成後、水質変成、続いてある種
の小惑星では熱変成が生じた、と考えら
れる。 

(3) これまで発見された隕石の内、最も始原
的な隕石の一つとして知られる Y-81020
隕石(炭素質 CO3.0 コンドライト)と、母
天体が異なり異なる熱履歴を持つ隕石
Bali、Y-86009、Efremovka、Y-86871（CV
コンドライト）、NWA1152（CR/CV コンド
ライト）、彗星粒子[C2067.2.112.1]の比
較を行った。 
化学的・組織的特徴からのアプローチと
して、特に、それぞれの物質に含まれる
AOA にふくまれる olivine の化学組成に
着目した。その結果、隕石ごとに微量元
素であるMn, Cr量に違いがあることがわ
かった。平衡凝縮モデル計算を加味した
結果、それぞれの母天体が異なる温度領
域から凝縮した鉱物情報を保存している
ことが示唆された。このことは、隕石母
天体である小惑星が、形成時の太陽系で
の位置により、それぞれ異なる温度域か
ら凝縮した物質を取り込んだことを意味
している。 

(4)  本研究で用いた CV コンドライト隕石に
ついて、UV-NIR 範囲での拡散反射スペク
トルを測定した。その結果、Allende 隕
石は、他の隕石に比べ、olivine に起因
する FeO 吸収が明確に表れることがわか
った。olivine 中の FeO 量は、母天体上
での熱変成との相関が見られることから、
母天体での熱変成が小惑星の反射スペク
トルに影響を与えることを示した。 

(5) CV コンドライト隕石は、全岩の酸素祖同
位体組成に幅広い値を持ち、母天体に於
いて様々な程度の２次変成が生じていた
ことが示唆されている。しかしながら、
これまでの研究では、Allende 隕石とい
う１種の隕石の研究が多くされているの
みで、それ以外の CV コンドライト隕石の
特徴、すなわち CV コンドライト隕石母天
体の状況については不明な点が多い。本
研究では、Allende 隕石を含めた、複数
の南極産 CV コンドライト隕石の鉱物学



的特徴から、２次的な水質変成及び熱変
成の度合いを比較し、合計７個の隕石に
ついて、その２次変成履歴に関する系統
的分類を行った。さらに、それぞれの隕
石について拡散反射スペクトル分析を行
った。特に、紫外・可視・近赤外領域の
拡散反射スペクトルでは、南極産隕石に
地球風化の影響が見られ、スペクトルの
解釈に考慮が必要であることが示された。 

(6) 小惑星イトカワの試料について、新たに
配分された粒子 RA-QD-0094 についての
初期記載を行った。本粒子について、詳
細な電子顕微鏡分析を行い、平衡コンド
ライトの中でも熱変成度の低い隕石に類
似しており、特に LL4-5 コンドライト隕
石に類似していることを示した。また、
本粒子のショックステージを見積もった
結果、S2(weak shock)であることが示さ
れ、本粒子は熱変成度が比較的低く、天
体衝突の影響が少ない場所を起源とする
ことが明らかになった。 
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